
3  水 田除 草 剤 の実 用化

(農 試 技術 部 ・県南 分 場 )

初期除算剤,モ ーダウン粒剤は移植前後1壊 処理によリホタル

イにもやや有効,北 壊中の移行性 も小さく安全性高いじ

中期除草剤,ダ イセックSM粒 剤は体系処理1/Cよって従来の S

M剤 と同等の効果あり,ま た散布後の高温条件 下で揮散による畑

作物への薬害も少く,転 作作物等への安全性が高い。

( 1 ) 背景 とね らい

初期除草剤で,従 来のジフエニーノじエーテ′じ系薬剤よリホクルイ,ヘ ラオモダカなどの多年性雑

草に効果的な楽剤が望まれていた。

中期除草剤は,散 布後高温条件 ドで解散1/Cよる畑作物への業害の発生がみられ,近 年転作作物の

面積拡大上重要な問題 な っている。

(2)技  考け 内  容

1 ) モ ー ダ ウン粒 剤

0除 草剤名

商品名 :モーダウン粒剤

成 分 : ピフi ノックス 7 %

(イ)除 草剤の特性

モーダウンは ジフュニルエーテル系の薬剤で,主 とし″て雑草の幼茅部に接触吸収され,北 に

あたって殺草効果を示す。同系のエックスゴーニーと比べ,ネ タルイ,ヘ ラォモダカに対し,

やや効果が高 く,他 の革種については同等の殺草効果を示す。

他のジフェニルエー子外系の薬剤と同じく,稲 の茎葉部に禍変症状の薬学が生 じることがあ

るが,回復は早く,その後の生育や収量1/C対する影響もない。温度に対する影響も少く,安定した効

果が得られるct壊 中の移動は小さく1卸曜度であり|,効果の持続期間 も25～ 30日 と長期

である。

毒性は普通物,魚 毒は B類 に属するr,文士壊中の残留は 7～ 14日 で半減するっ

0 使 用方法

この除草剤は移植前 7日 から移植後8日 なで使用可能であるが,雑 草の発生直前から発生初

期までの期間の使用が最 も効果的である。 しかしウリカワに対する抑制程度や ヾズカヤツリに

弱いなどの点から,中 期除草剤と体系使用すべきである。使用時は湛水状態で3～ 4日 間は水

を移動させないこと。
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(・l 使 用基準

区   分 処 理 法 処理時間 使 用 電 適用士壌及び地帯 使用法及び使用上の注意

稚苗移植 移植前後

土壌処理

(湛水散

布 )

移ftFi前

3～ 2日

移植後

3～ 5日

3～ 4k″

/
1〔】a

県全

砂壊土～植土

滅水深

2句/日 以 下

1 移 植後極端な深水にしない。

2 散 布後湛水状態を保ち落水や

かけ流 しはしない。

3.極 端な漏水田は避ける。

2)ダ イセックSM粒 剤

tつ 除 草剤名

商品,名!夕
‐
イセックSM粒 剤

成 分 :SAP 9%  シ メトリン 1.5%  MCP B O.8%

(イ)除 草剤の特性

SAPは 非ホ九モン14移行性で発芽時の雑草幼茅部から   表 3 20° Cにおける水溶解度

吹収され,主 にノンパク質合成及び幼根の細胞分裂を阻害

する〔,シ メトリ/は非ホノしモン型移行性で,根 部及び茎葉

から吸収さオ1蒸散流により秦の先端や葉緑部に集積 し光合

成を比1害する。文,MCP Bは ホルモン型移行性で,ホ

れモン作用の概乱により主に広葉雑草を枯殺する。

解散による転作作物に対する薬害発生は認められず,ホ

リネート系除草剤より極めて安全性は高い。 (表 3)

除車効果は, ノビエ等 1年生雑草及びマツ
パイ,ホ タル

イには極めて高く,ヘ ラオモダカ・ ミズガヤツリにも効果が大きい。草種別の枯殺薬齢は,ノ ピ

ェ2.5葉,ホ ″′しイ2策 ,ヘ ラオモタ
・
力4葉程度である。残効性は長く,処理後 25日程度である。

(り 使 用方法

本剤は基策兼 L壊処理剤であり,初期除草剤の処理後に再発生するノピ
エ2.5葉期なでに散布

す る。

散布は桂水状態で行い ,3～ 4日 間は水を移動させない。

l・l 使用基準

1/Tl 使用 Lの留意点

① SM剤 の使用基準を守 り水稲 5栄期以降に散布のこと。

② 漏 水脚ではSAPに よる発根Fbll害が発生するおそれがあるので,使用は避けること。
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薬 剤  名 容 解  凄 :

S A P 25 PPM

シ メ トリン 450

MCP B 40

(参考 )
ベ ンチ オ カー プ

30

一

ヽ
て
不

考

サ

参

‐

ｒ
ヽ
モ

900

区 分 処 理 法 処理時間 使 用 量 適用土壊及び地帝 使用法及び使用上の注意

稚苗移植 体系処理 移 植 後

20～25日

3～ 4kタ

イO a 壊士～埴土

波水深

2御/日 以下

壊全 1 初 期剤との体系で,中 期剤と

して使用。

2 水 稲 5葉 期以降に使用。

3.処 理後 3～ 4日 間は湛水状態

を保つ。




